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料ど竺竺

中国にふ、ける矛盾の理論と組織原則

一－ H ・ F・シューJレマン教授の分析（要約〉一一

中華人民共和国は，成立してからIO{f：あまりの聞に驚

異的な変容をとげた。このR火な変革の過程は，いうま

でもなくー工業化・組織化・所有の社会化といういくつか

の過程によって特徴づけられている。組織化は社会の頂

点から底辺にいたる全体的・包括的なものである。一般

に中国共産主義の特徴があげられる場合，この組織過程

における中間共産党の大衆組織と操作の卓越性が指摘さ

れることが多い。しかし現代中同の研究状況についてみ

ると，この組織過程の本格的研究は，工業化の研究に比

べて紫外少ないように思われる。いうまでもなく中国で

進行している変革の構造を立体的に把掘するためには，

この組織化という観点からの研究がもっとなされる必要

があろう。こ亡に部介するのは， I-I. F. Schurmann, 

The Ideology of Organization in Communist China, 

1959, pp. 95 （草稿の段階にて未公刊〉の要約であるが，

この労作において展開される分析は，いかにもアメリカ

の学者らしい社会科学の素援に真つeけられた理論的・独

創的研究であるといえよう。シュールマン氏は本論を，

(1）イデオロギー（onicleology),(2）矛盾の理論（thetheory 

of contradictions), （ぬ集中制左操作（centralism and 

manipulation), (4）民主主義と哲約（democracyand com-

mitment）の4部に分けているが，その問題意識は，一

般に決定論的なイデオロギーが人間行動左結びつくの

は，そのイデオロギーに不可避な「緊張状況Jの形成と

いう機能によるものであって，この点はマルクス主義と

カルピニズムには共通な性格がある。しかし中同におけ

る「緊張jとは，中共独特の「矛盾の理論jと，決定論

に依拠する政治権力，およびヂ盾解決の中共的特蘇形態

によって形成される。しかも中共流矛盾論は，マルクス

の古典的弁証法とは異なって，むしろ社会行動の実用的

社会学としての性格が強い。そして中共の矛盾諭は組織

原則としての「民主集中制Jと結合されており，その具

体的な中国的特殊性は，遊I取較を主とした革命戦争の過

程を通じて形成されたものであるというのである。

ここでシュールマン氏を紹介すると，氏はハーヴァー

ド大学の Ph.D.で，現在カリフォ Jレニア大学〈パーク

レー）社会歴史学部助教筏である。著書には， TheEco-

nomic Structure of the YiianめP世iasty(1956）があり，

中国の歴史，社会に関する論文も多く，組織論には，

“Organization and R田 ponsein Communist China，＇’ 

January 1959 issue of The Annals of the American 

Academy of PoHtical and Social Scienceがある。 1958

年には香港を訪れている。以下かれの分析を要約し紹介

することにしよう。

I イデオロギ一

社会変動の過程において，理念は変動の原動力として

の機能を果たすが，現実にはイデオロギーは組織的行動

と結合するニとによって歴史的推進力となりうるのであ

る。現代の共産主義イデオロギーについていえば，それ

はカール・マンハイムの指摘するような革命的・ユート

ピア的側聞を有するが，同時にそれは急速な工業化とい

う高熱にとりつかれている社会のイデオロギーとしての

機能をもっている。この意味で，現代中聞における共産

主義イデオロギ｛は建設的機能を有している。わたくし

はこの分析において，現代中国におけるイデオロギーと

行動の結合構造を， リーダーシップの象徴的表・現と指導

者・追従者の具体的組織的行動との相互関係としてとら

え， Reinhard Bendixの“Managerial ideologies”の

概念を参照して，中共の Organizationalideologiesと

いうものを考祭の対象とする。

一般にマルクス主義イデオロギーの特徴は，確定性ぺ

の確信（certaintyof certainly）すなわち自然界と社会に

おける拡－則への絶対的確信である。このような19世紀的

信念は，現在［先進的」なポーランドなどよりも「後進

的Jな中同においてもっとも厳格に保持されている。で

はこの決定論的イデオロギーはいかにして人間行動を発

動させうるのであろうか。ここに両者を結合させるもの

として「緊張J(tension）という問題が着目されるのであ

る。

緊張とは一般に生理学上の現象であるが，緊張処理

(tension management）と緊張発散（tensionrelease）の
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社会的形態には 3つの類型がある。（1）工作（work), (2) 

攻撃（aggression), (3）自覚（consciousness）である。そ

してこの 3要素がイデオロギーと行動の分析においても

重要な意味をもつのである。マックス・ウェーパーのカ

ルピエズム観にしたがえば，決定論のもたらす内面的孤

独感，目的を具有する組織体系とコスモスの秩序への砿r

憎が人間の社会奉仕的労働を発生させるとされる。カル

ピニズムは確定住への確信を提起した宗教であり，社会

行動における合理主義の台，Jiをもたらしているが，その

「合理的社会行動1とは，布11と人間からの隔絶という状

況のもとにおける確定性の探求であった。カルピニスト

におけるこのような心理的状況は，現代中国における緊

張の状況と基本的にはあい通ずるものがあるb

元来マルクスの理論においては，矛盾の客観的存私と

その認識が矛盾解決の行動＝水命行動を発動するとされ

る。しかしこのイデオロギーは，現花，革命後の共産主

盤的社会の人11:11行動をも拘東ずるのである。現代中聞の

矛病論は，社会主義社会内部の新しい rJ1，敵対的J矛盾

をも包含している。マルクス型諭においては，矛盾の解

決は外的具象化（externali’ttion°）の過科を通じてなされ

るのであり，矛盾の普遍性というニとから人間はたえず

社会集団聞の利益をめぐる永久保j闘φの過程におかれる

のである。挺するに発展法則の絶対性を主張するマJレタ

ス主主主も緊張の理論であり，際強fri字決の不可避性の理愉

である。

一般に，このような永久的不安，不安定，恐怖iという

心理的状況の形態は新しいエリート集団のなかに見いだ

される。

共産主義国においては，イデオロギーは行動とのl剣道j

で教ほされる。中間においても，：学型集｜司と工作集団と

は同一の社会単位である。しかしあらゆる共産主義的社

会は，つねに一定のll限に向かう過波的社会であり，その

社会は本質的には平和的，安定的かつ統一的であるとは

．いえない。工作がニの社会における紫蝦の徴候であると

するならば，その緊桜の源泉は現実的にはマルクス主義

イデオロギーによってきさえられた絶対的・集権的・一

枚岩的な党権力にある。 fnJ人も自分が「救済Jされてい

るかいないか，その運命を知りえないのである。したが

って中国における矛盾の確定性と保定住の矛店を説くイ

デオロギーが，現実には絶体的権力下の人民に緊張と不

安定の状況を作りだしているのである。

さきに挙げた緊張処理の 3つの芸員型は，現代．中閣のイ

デオロギーにおいてエネルギー発現の望ましい機絡的）J
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法であるとみなされる。（1）工作は社会主義建設の手段で

あるのみならず，制向的人物がその罪をあがないうる 1

つの方法でもある一一労働改造。（2）自覚を「価値」とし

て評価していることは，学習，文盲解消，思想改造運動

の推進にみられる。（3）政！収とは「闘争．！の表現である。

闘争は共産主義中閣の最高の社会状況で、ある。新社会建

設闘争，中毘の敵の部退， J:J..動・反革命分子暴露，前進

の闘争など。

だがここに緊張と不安定が発生してくるある逆説的宿

命が存在する。イデオロギーに対する無批判的な信仰そ

のものが，人聞の内而に別の形態の不安をもたらすので

ある。いかなる党員もみずからが誌に党路線に一致して

いるかいなかを知ることはできないのでるる。何人も批

判と追放から絶対的に保征されてはおらf，イデオロギ

ーは，過去の官i域た徐いては社会発展の理論に具体的内

容を提供するものではない。 jJJレピニストの場合と問機

に，石ff定性のより大きなイデオロギー的文脈のなかでの

現在の状況に関する不確定性こそが現実における工作の

前提条件なのである。このような絶対法則の体系内にお

ける「不安Jこそが，カルピニストと共産主義者に共通

する行動発動の要悶である。生理学的には，この不安は

緊磁の形成＝矛盾の発展のなかに露呈される。だが向者

にとって緊張の発散は，それが顕在的徴i民一一現世にお

ける成功，新しいエリ｛ト集同への参加ーーを確臨しえ

たときにのみ徹突なものとなるのである。そLて両者に

とっての緊張発散の是認された形態は，工作，自覚，攻

,1揮である。だが両者の問には「権威jに対する信仰の形

態にI到しては重大な艶興が存記する。カJレピニズムにお

いては，人間は神の英字Eを抱織しえず，~艇的な確~件．

~実証することはで~ないのである。他方マルクス主義

は，窮樹的確定性，発展法則の5駐在を主張しており，こ

のような確定性の絶対的隠執は，そのうちに絶対的権威

の組子を内包するのである。マルクス主義はその19世紀

的「唯物論」のゆえに，総威主義一ーその発展形態はレ

ーニンの前術理論であるーーの要凶を内包する。

しかし紫張発散の社全体系その也のは 1 つの~レンマ

を生む可能性をもっ。急速に発展Lている共産主義的社

会においては，自覚，政！桜，工作により開放されるエネル

ギーが現体制！と逆作則的出力（dysfunctionalpressures) 

となって作用しないという保田：はない。しばしばそれら

の庄力は内部矛盾としてとらえられるのである。このよ

うな脅威に対応するものが党・－ー権威の絶対的源泉一一

の強化であり，それは不可避的に大量宣伝，扇動運動の
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形態をとるイデオロギーが］努力と並行するのである。

近代産業社会の基盤は工作，教育，推進（drive）であ

るが， ReinhardBendix にしたがえばロシア，中凶など

の束力緒閣におけるマルクス主義は， i7Ji欧におけるプロ

テスタンテイズムがなしたごとく「労働倫理！の教化と

いうイデオロギー的機能を来たすものである。しかし新

しい社会的自lfifitfが教えられるのは，単なる教説のIi:：伝的

繰り返しによってではなく，工作， fl党，攻！I摂（闘争）の

価値が教えられ，各人が具体的行動において自己を表現

しうる状況においてである。これらの状況は緊張の状況

一一個人的心理的緊張，個人相可．の紫狼，集団の紫信一ー

である。緊張は工作を通じて解決されるが，工作的行動

と緊張は永久に繰り返すJ::H階段をなすのである。 （た

とえば〆タハノフ運動， －縦titと処刑）。こうして労働倫

理の教化は永続的紫張状況の維持に依存する。ここにイ

デオロギーの紫強形成という社会体系における重要な機

能が存在するのである。

共産主義凶家においては，イデオロギー的厳格さと権

威主義は相関的なものであるが，共産主義中国において

は，もっとも強烈なイデオロギーの強調と，権威主義の

もっとも極端な形態が存在している。そのイデオロギー

は，「矛盾の理論」一一中共流に表現されたマルクス主義

一ーであり，その中心的命llfHtI矛盾Jの瞥迦性と r党J

の絶対的権威である。そしてその最高目標は新社会辿設

への｜行動ー｜である。 いいかえれば「緊張j，「献侭J,

「行動Jがそのイデオロギーの中心要素である。しかも

その般信と行動とを結合するものは［緊張Jである。

以下，このようなイデオロギーと行動との一般的なえli

鎖を，一定の説角一一イデオロギーと組織との辿鎖とし

てーーから検制しよう。｝般に組織の創設，維持，利｝刊

の異常な能力は，共溢主義運動とその社会の特徴的性絡

である。組織はイデオロギ｛の lつの行動的表現ではあ

るが，イデオロギーはまた組織の現’史的~Ji'／から変容せ

られるのである。亡の両者の述鎖会考綴するには，まず

イデオロギーと組織原則との述ir1を究明しなければなら

ない。両者・に共通する基本的概念は存在しないであろう

か。 組織原則は運動と社会の総体イデオロギー（total

ideology）の一部分である。総体イデオロギーは純粋イ

デオロギー（pureideology）と実践イデオロギー（practical

ideology）の 2m!J面を有するが，実践イデオロギーは「行

動原JllUという形態をとる。中凶においてもちいられて

いる「マルクス・レーニン主義」という別語は，事実上

この総体イデオロギ一一一マルクス主義という純粋イデ

オロギーとレーニン主義という実践イデオロギ一一ーを

示すのである。この場合，純粋イデオロギーと実践イデ

オロギーとの連鎖は何か，また両者にとって共通かつ基

本的な忠、想、と恕．識の様式は何か。中国共産党においては

思想の共通様式は弁証法であり，「矛盾の理論Jである。

矛盾の理論は世界観と特殊な行動原則の基礎である。

II 矛盾の現論

宅択東は， 1937年に「矛盾諭J.57年に f人民内部の

矛盾を正しく処理する｜問題について」を発表し，中間社

会内部の矛盾に着目したが，かれの理論構成の背後には

組織という現実的実践的問題意識が存布している。周知

のように共産主義中国においては，矛盾の理論はすべて

の行動原則の基備となっており，中間共産党の組織原則

もこれに依拠している。

弁;i1F.法はレーニンにおいては革命行動の理論となった

が， 「矛盾の理論Jはまだ革命組織の内部的機能を説明

するものではなかった。スターリンもソ迎の工装化過程

における生産力と生産関係の不調和から生ずる矛盾を認

めるのみであった。その意味においては， 「敵対的」．矛

盾と「非敵対的J矛盾との医別を指摘したことは毛沢東

のもっともm要な理論的貢献である。しかし矛盾の 2類

型という毛沢東の概念は基本的にはスターリンのそれと

は異質なものである。その相迫・は中共的イデオロギーに

おける矛慣の理論の異なうた地位から発生するのであ

る。そして現在なお社会主義国家内部の矛盾に関しては

中ソ附同は完全に異質的立場をとっている。毛沢東にお

ける非敵対的矛店・とは，中間の初歩的状態から生ずる

技術的後進性のみではなく，社会主義社会自体内部の

「l京動力」である。矛日・とは社会榔造そのものに困布な

ものであり，それに対する挑戦・克服を通じて社会が新

しい発展に前進するのである。一方，矛盾の理論の強調

は，中国人の思考様式に iニ思：性」という思埠・傾向を発

生させるo 中国共産党の主：到な理論的l原則はこのような

｜二重性」を通じて表現される。すなわち民主と集中，

指導者と被指噂者，幹部と大衆，集盟指導と個人的責任，

敵と我，；也欲と強制，自由と必然，行き過ぎた民主主義

と独裁制，形式主義と実用主義，盲従と派閥，極端な集

中主義と分散主義なEである。このようなこ展的思考構

造は，伝統的哲学の除隊的思考形態を想起せしめる。さ

らに矛盾の理論は，外界のみならず内面的心理酌世界を

説明するのである。それは自己認識と自己分析のイデオ

ロギーの一部となる。したがって矛店・の理．諭は，思想，
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心理，意識の領域に及び，党の組織理論の基礎を構成す

るのである。

-}j毛沢東は矛盾解決の理論を提出している。非敵対

的矛盾は非暴力的方法一一討論，批判，教育一ーによって

解決さるべきである。それはJr敵対的矛府が， 「人民の

利誌についての基本的同意（fundamentalconsensus）」と

いう法礎のうえでの矛病だからである。この場合「基本

的同志」とは確定している社会の目標と利益である。こ

のような「同意｜の法礎のうえで， ,,f店・(J',J現象とされる

ものの是非を判断すゐつぎのような「基準｜が中閣では

列挙されているのであるo rすなわち，（I）民族の問結.'(2）社

会主義の建設，（3）人民民不w:政の強化，（4）民主集中制の

強化，（5）共産党の指噂権の強化，（め社会主義の幽際的団

結と全世界の平和愛好人民の同際的問結一ーがそれであ

り，このうち社会主義と共産党の指導がもっとも霊袈で

あるとされる。いいかえれば，社会内部の矛盾はその組

織の目標と佃i値の同意に基づいて解決さるべきであると

いうことなのである。この場合当然「1111意jの最高の解説

者は「労働階級のもっとも進歩した部分Jである共産党

である。中岡における「矛店Jといわれるものの意味合

以上のようにみるならば，マルクスの古典的弁布；法一一

矛盾とは際史過程の基本的現象に内在し，心理的矛盾と

はその本観的内在的な社会的矛盾の反映であるーーとの

対比においても，その「矛病の理愉Jは，むしろ政策的

な傾向をもっ中国共産主義の実践的イデオロギーであ

り，社会行動の実用的社会学として分析さるべきであろ

う。要するに毛沢東の「同意」の理論とは，全体主義的

社会に適合した絶対的栴威の31}1愉であり，同時にそれは

党が符使する権威のE当化の型I！愉である。

中国共産党は，多くの組織内における緊蝦処理のメカ

ニズム一一批判，同己批判，務風迎動，大衆参与，小組

活

デオロギ一的越礎が矛盾の理諭である。そしてこの'-1・'1司

的矛j南輸は，延安時代以来の革命闘争の過程で形成され

たのである。矛店の理納から理論的に!Jh出されたもっと

も重要な中共の組織原則は｜民主集中制」である。この

概念のソ連と違った中共流の解釈は2つの原則がともに

機能するというごとである。集中制とは，指導権に対す

る無条件的服従と，権威によって蹴せられた規律への無

条件的Ii闘応である。民主制とは，組織生活におけるメン

パーの完全なる参与と指導権を批判する組織メンバーの

権利である。あらゆる組織は集中化と集中~Ill］によって助

作可能なものとなる。操作性は共産主義中凶における組
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織的要件である。また民主的参与とは，幹部の統制，観

察，批判，討論，闘争であり，集中化に固有な緊張が明

示され，外的に具象化されることによって緊強は解決さ

れるのである。

E 集中制と操作

集中制lは中共の基本的組織原則の 1つであり，これを

辿じて統制機能は党・軍・政府の水準から最JF層の組織

須ll胞に伝達される。この集中制は，有効的に機能するた

めの組織的前提として階用制と指導権とをもっ。

階層制 中国では，すべての組織は企図的規模の巨大

な組織構造のァ部をなしており，それらの政策決定と統

制の最高機関は北京にある。そして中国共産党の階居的

構造は他のすべての梢組織の組織的モデルをなしてい

る。中間共産主義背年間，中華全｜副給工会およびその他

の政府機関，政治集閉，大衆組織はすべて単位一地域一中

央の述統，小組（組織創Ill抱）ー指耳事者一上級機関の連続と

いう梢造において共産党と同様の階層榊造をとる。この

ような頂点を首都におき，小組という細胞をそなえた組

織の階層的構造が，中岡の全組織の構造一一中国全体主

義の構造を形成する。しかし中凶型集中制の特殊性は寧

事組織との類似性にある。これは人民公社の組織形態に

端的に表現されているが，このような軍事的性格は，中

共の長期にわたる遊撃戦争の経験から生まれたものと思

われる。一方附開制造は正式なコミュニケーションが，

水平・A<Jというよりむしろ垂直的に伝a達されることを意味

する。垂直的伝遣とはたんに上級から下級への決定ない

しは通告の一方交通を意味するのではなく，両者・の．掌．直

的相互作用をも合むのである。階照的組織構造の他の機

能は「操作」であるが，換作の前提としての厳格な組織

原則は「統11目］香員会」によって保証されるのでeあるo

指導 中岡における組織問題の中心は指噂の問題であ

り，中共自身たえずダイナミックな指導を強調している。

現代中闘の指導層という視点からみれば，巾共は共産主

義中国の巨大なり｛ダーシフプ・エリートを代表する。

そして社会において指導的機能を来たし，あるいはその

地位にある人々は， 「幹部jとl浮ばれる。幹部＝社会の

意思決定者と大衆＝追従者との15{別は，中間の社会的階

層の境界をなす。現代中陣It－＝－－おけるあらゆる組織には明

確な折導権が擁立している。その指導権は組織のあらゆ

る氷河!iにおいて「執行蚕員会」によって行使される。執

行~員会のメンバーは組織の幹部を構成し，それ以外の

人々は「大衆」と規定される。執行委員会は意思決定
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(decision making）が行なわれる機構であり，今日の共

産主義中国は委員会によって統治されている。党，労働

組合，軍，地方政府，人民公社，背年団においては委員

会政治の原則が貫かれている。安員会，細胞，小組にお

ける意思決定は， I集団指導制！の原則に法づいて運営

される。集団的意思決定とは，執行番員会内部における

集中的討論と学習による決定である。集団的組織活動の

担本原則は，見解，問題，闘争の外的具象化である。そ

してこのような具象化は小組活動の重要部分であるG し

かしながら集団指導性と集団的意思決定が原則であり，

専制的・独裁的行動が繰り返し非難されている一方で

は，個人的責任と個人指導の原則も公言されている。こ

のようにして，組織の指J尊者は組織的附陪制における

「鎖Jであり．下級機関と上級機関との直接の接触点で

ある。指導者＝幹部は操作性を保班ナるカギであるが，

かれに要求されるものは宵目的服従，官僚的適応ではな

く，自発性・ネ先性であり，独自的決定左党の政策履行

への決定的情院である。

JV 民主主義と雪・約

集中制の弁証法的相対物は民主主義である。 「民主主

殺」という概念は中共の組織理論においては大きな意味

をもっているが，それはこの概念の問欧的解釈とはまっ

たく%なった内容と文脈において特妹な機能を有する。

このような民主主義に対する中共特有の強調は，中凶革

命の環境とllt.:史的背景から生まれたのである。中共とソ

連の組織論と組織過程における重要な相違は， 「党内民

主主義JPこ対する考え方の柑述にあ右。 1939年3月のソ

辿共産党第四回大会において採択された党規約におけ

る「党員の権利」の条項， 45年6月の中共7金大会および

56年9月の8全大会において採択された党規約における

同条項を比較してみると，中共は8全大会において，「党

員の権利｜に対する考え方に重大な変化を示しているこ

とがわかる。 8全大会における郵小平の説明をまつまで

もなく，ソ述と中共の各条項はそれぞれ実質的には・「異

なった行動の型」を党員に対し要求しているのである。

中共の党規約における「権利Jの条項は，党員の意識的・

向発的行為について詳述しているが，党員は積極性をも

って多与し，よろこんで批判し，観察しなければならな

い。しかしこの条項において注目さるべき用語は， ［創

造住d である。この「創造性」の重要性は，単に党規約

の検討のみならず，中共の組織論に関する文献，中共の

現実の組織活動を研究してはじめて明らかとなる。劉少

奇はすでに7全大会での党規約に関する報告で， 「党内

民主主義J，「自発性j，「積極性Jの問題について多くを

諮っている。毛tH東も1938年10月に書いた論文「民族戦

争における中国共産党の地位jにおいて， 「党内民主主

義Jの｜問題を取り扱っている。しかし毛沢東の党内民主

主義に対する態度は1929年12月の輪文 r党内の誤った思

怨の是正についてJにおける初期の見解一一極端な民主

化を攻撃したーーからは明らかに変化したものである。

このような毛沢東の思考様式の変化は， 1929年から38年

に至る中共の革命運動発艇の具体的状況の変化，中共内

部における宅択東の指噂権の確立などがその背景・tなっ

ていると思われる。とくに，この聞に展開された遊撃戦

争の経験が，毛沢東に遊撃部隊統制の方法として単なる

「集中制」に疑問をいだかせたと思われるのである。す

なわち遊略戦争の環境は，各部隊の｛Ill]における高度の独

立的行動を必要とするものであった。この遊略戦争の過

程において必然的に発生した個人的評約（personalcom-

mitment）への依存は，「哲約を誘出し，維持する機構J,

つまり「党内民主主義J，「批判と自己批判」J思想統制」

という機構を発展させる基盤となった。毛択東の「中国

革命戦争の戦略問題］(1936年12月），「抗日遊撃戦争の戦

略問題＿＇.(1938年5月）に展開された理論は，また党組織論

上の問題であった民主主義と集中制の論議を軍事情勢の

分析に適則したものである。このようにして中共の組織

輸に関する思考様式は延安時代に形成されたのであり，

とくに中共の軍事的経験一一正規の戦争と遊撃戦争との

結合というーーと密接に関連しているのである。

「新民主主義」という概念における「民主主義」とは，

その用訴の麗欧的概念？と接近しているo しかし「新民主

主義Jξ 「党内民主主義」とは基本的にl州立しえないほ

ど異質的なもので・ある。党内民主主義とは，過去および

現在において機能しつつある組織的概念である。新民主

主義は権力への途上で展開された一時的戦術であり，過

渡的な政治的段階であることがすでに証明されている。

組織的概念としての「民主主義」は，すべての中岡共産

党の思考様式と行動様式にとってきわめて霞要な方法で

ある。幹部に対して「自発性JS綜先性_I,I fllj造性Jを期

待している中共は， 「集中fll!J.Iという用語のもとで要求

されるものとは違った行動機式を要求する。共産主義中

国における幹部にとっては，明白な行動上の服従は明ら

かに内而的確信の十分なる表示ではない。そのような行

動は官僚主義，形式主義あるいは不十分な内面的確信の

徴候としτ非難されてきた。強固な内面的修信または積
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極性が「創造的行動jの源保であるとみられるのであ

る。そしてこの複雑な行動の問題を中共に知らしめたの

は，やはり長年月の遊撃戦争であった。この遊略戦争に

おいて中共は，各部隊の軍事行動が独自性をもっと同時

に，延安で立案された大規模な作戦計画のうえでも有意

義なものとなることを要求したのである。いいかえれ

ば，中共は遊甥部隊ができるだけダイナミックなネ先性

をもって行動すると同時に， と級司令部に対しては完全

な潜荘的従凶を守ることを欲したのである。そしてこ

のような忠誠を保持するために，高度の誓約が遊撃部隊

に期待されねばならなかった。脅約は忠誠と違って単な

る行動の期待ではない。腎約は集団と運動の目標または

理由についての合理的認識と理解，その目標を達成する

ための意欲的行動の準備を含んでいる。中共の場合，道

徳的確信とは，党が窮極的意味において正しくか守普い

という党員の篠信であるo純粋イデオロギーのl扇では，

これは共産党によって指導された中同革命の歴史的正当

性についての絶対的信念によって表現されるのが普通で

ある。この篠憎が誓約の基礎となるのである。しかし党

の純粋イデオロギーの受容と信仰によって立証された道

徳的催信だけが哲約のための長件であるとするならばそ

れは不十分である。誓約後の党員はまた党の基本的目標

と原貝IJを合理的に認識し理解せねばならず，あらゆる党

の政策，決議，指令を効果的に分析できなければならない

のである。．いいかえれば，地方幹部は最大限の効果を挙

げうるように党の政策を特殊的な地方的条件に弾力的に

適用しうるために，党の政策の基本的意味を理解しなく

てはならない。この目的のためには，かれは党の絶対的

正当性を完全に内面化して信ずるのみならず，一般的政

策が示した構造の枠内で独立の活動を推進しうるよう党

の政策，原則，目：聞を十分合理的に理解しなければなら

ない。それぞれの水準において，幹部は敏諏的・創造的

指導を発持せねばならないのである。したがって対幹部

政策は中共の政策にとってもっとも重要な基石の lつで

ある。

従順で白発起jな幹部を成長させるためには，高水準の

誓約がえられねばならないが，このような哲約は本質的

に2つの要件を含んでいる。 (1）党と党の権威の絶対的正

当性への道徳的確信一一純粋イデオロギーの完全な内面

化，（2）党の原則， 目懐，政策の合理的理解一一党の方法

と円的の分析的理解。このような誓約を引き出す2つの

機構は，党内民主主義の2側面一一学習と討論の集団で

ある。学神は教化的機能，討論は分析的機能をもつもの

である。

（調査研究部 告を；IH教之）
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